
神戈陵を渡る風
令和３年度 川辺高校 校長通信 創刊号(第001号) 令和３年４月９日発行
新年度のスタートを記念して校長通信を「神戈陵を渡る風」として創刊します。校内での講話内

容の紹介や学校生活などを写真とともに簡単なインタビューを交えて紹介したいと思っています。
楽しく読んでもらえると幸いです。

４月６日令和３年度１学期始業式
校長式辞より抜粋

『なりたい自分になるために』
自分らしくあること
自分以上に見せる必要はありません
まわりの人に振り回されず
ありのままの自分を受け入れましょう
そして 何か１つでもいい
「これだけは負けない」というものを
見つけ出しましょう
すべての情熱を傾け
求め続けること
ただし 苦労して掴み取ったものでも
それに固執しないこと
自分から壁を作ってはなりません
苦しいとき 不安なとき
自分を見つめて思い出せばいいのです
考えて 考えて 考え尽くす
そこから本当の自分の力が
発揮できるもの
決して最後まで諦めないこと
いつかチャンスはやってくるもの

心の底から願えば 夢は掴める はずです。

ここに集った仲間たちと知恵を出し合い、今し
か出来ない経験を積み重ねて下さい。多くの
出会いは必然であり、奇跡です。今からできる
こと、今しかできないことに積極的にチャレンジ
しましょう。皆さんの前途は、輝いています。

４月７日令和３年度第７６回入学式
校長式辞より抜粋

校訓について
充実した高校生活を創造するために、ま

ず本校の目指す人間像を記した校訓「自律
・端正・積極・公徳」を理解することが大切
です。
自律とは、自分を正しく律するには不断の

努力と忍耐が絶えず求められます。また、他
人の痛みを自らの痛みと感じることができ、
他人のために尽くす精神を育ててほしいと
いうことです。
端正とは、凛とした佇まいに努めるという

ことで、いたずらに飾るのではなく、身体と
心を鍛練し、真に美しいもの、真実なるもの
を求めてほしいという願いがあります。
積極とは、何事も拙速に行動せよという

のではなく、ここぞという時に、然るべき判断
ができるように、常日頃の鍛錬が重要だと
いうことであり、 これら三つの力を身につけ
ることで、最後の公徳に至ります。
公徳とは、道義心を養い、互いに支え合う

優しさを身につけ、正しい判断を行う力を備
えることです。
これらの校訓を胸に刻みながら、三年間

の高校生活の中で、教科の学習はもとより、
生徒会や部活動、学校行事やボランティア
活動などに積極的に参加し、心豊かで他人
を思いやり、他人と協調して社会に貢献で
きる人間に育つことを期待します。

新入生に向けた黒板アート 新入生入場



なぎなた部全国選抜大会(伊丹市)で準優勝(過去最高位獲得)

校内風景(３月末から４月初め)
新任式(４月６日)
今年度の新任者(ようこそ辺高へいらっしゃいました)

教頭 横山 謙二 先生(鹿児島工業高校より)
理科(生物) 郡山 博司 先生(錦江湾高校より)
英語 堂下 和則 先生(武岡台高校より)
養護教諭 井手 みお 先生(錦江湾高校より)
理科実習助手 薗田いづみ 先生(錦江湾高校より)

教職員・生徒ともにお待ちしておりました。
これからよろしくお願いします。

神戈陵と正門の桜(３月) 校内の藤棚(４月) 校内の枇杷(４月 まだ食べられません)

↓懸垂幕を設置しました↓(4月)

学年組は
掲載当時
→


